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208 - 2 ー
京大広線
ナこし、という面から種々の意見が出されたが，結局
メモ末尾の（〉内の氏名が文責の所在を示すこ
とを確認し従来のメモにも十分な配慮がなされて
いたとされる意見が多いようであった。
予定されていた討議の題目は「非常勤職員」に
関する各部局の現状ということであり，出席の各
会員から各部局の概数，職務の内容，待遇，費用
の校費に対して占める率等について報告された
が，その内容は各部局によって大きな差があり画
一的には論じ難いことが明らかとなった。
事務系職員の定数が非常に不足していると言・わ
れる部局もあれば，共通機器のオベレーターに困
難を感じている部局もあり，比較的短期間で交替
可能な職種のみに限られている部局もあってまこ
とに事情は区々かつ微妙である。
待遇改善の問題についても，職務の内容にも凶
係し，他方では行政管理庁の定員削減計画にもか
らんで種々の困難があると思われるなかで，各部
局ともそれぞれ置かれている条件の範囲で出来る
だけ努力していることがうかがわーれた。
もちろん，結論を得るような主題ではなかった
が，各部局の現状報告を通しでかなり活設な意見
交換が行なわれ，参考とする点が多かったものと
考える。
なお，次回は6月7日（月〉に開催して近く発
表される筈の中教審の答申について討論を行なう
ことが予定された。 （前川暢夫会員）
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